	理研RIBF 施設共用促進事業　【成果非占有型】課題　申請書


2019.06/21版

申請書の記入に際しては、本様式最後にある「記入要領」をご覧ください。ご不明な点は産業利用開発チーム(当チーム)までお問い合わせください。この文書は産業課題採択委員会(IN-PAC)の審査目的にのみ使用します。
１．申請課題の基本情報　
１.１　実験代表者
　

施設利用の事務的・技術的な連絡代表者。
	氏名：　
所属機関名：　

所属部署・職名：　
住所：　
電話・FAX・E-Mail：　


１.２　実験参加予定者


現時点での参加予定者で結構です。後で修正・追加可能です。
	氏名
	所属
	職名

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


１.３　実験課題名


申請内容がわかる様に書いて下さい。
	


１.４　利用予定の施設種別 

	□要相談（技術的に不明な点は、当チームへご相談下さい）

１次ビーム　□AVF単独　　□RILAC1単独　　□AVF+RRC　　□RILAC1+RRC  □RILAC2+RRC
ＲＩビーム  □AVF+RRC+RIPS　□RILAC1+RRC+RIPS　□AVF+CRIB


1. ５　利用予定のビーム 
□要相談（技術的に不明な点は、当チームへご相談下さい）
	核種 (例: 40Ar 安定核)
	エネルギー (MeV/u)
	強度(粒子数/cm2/秒) ※1
	照射時間(Hour)※2

	(安定核・RI核)
	
	
	

	(安定核・RI核)
	
	
	


※1　強度の他に、詳しいビーム照射条件については、3.3 必要なビーム条件　にも記入して下さい。
※2　照射時間については、3.4 利用時間の算出根拠　にも記入して下さい。
～～～～～～～～～～　事務局記入欄　～～～～～～～～～～～

	受付年月日：            採択時間：        　　課題番号：　　　　　　　　分類：       　　


課題の分類　□　成果非占有利用　　　回目
２．申請課題の目的　
２.１　施設利用の目的・経緯　

記入欄を適宜広げてご記入ください。
（１）申請課題の目的,産業上の意義・重要性について、専門外の人にもわかるようにご記入ください。
（２）課題を提案された研究あるいは技術上の背景について。

（３）本施設を用いる必要性、選択された経緯について。
	（１）目的・意義・重要性
（２）背景
（３）本施設の必要性・選択の経緯



2. ２ 課題の発展性、利用成果の用途
記入欄を適宜広げてご記入ください。
本課題の将来の発展性、及び課題の利用成果の用途について、以下２種類の書式のどちらかに記述して下さい。
Case(A) : 一般課題向け　の書式です。

重イオンビーム、RIビームの技術を産業技術へ応用する新しいアイデアをお持ちで、

その技術的な可能性などについて、試験実験をご提案の場合など。

Case(B) : 成果占有型へ移行を検討中　の書式です。


重イオンビーム、RIビームの技術を産業技術へ応用する具体的な方針は定まっているが、


成果占有型で利用する前に、試験的に使ってみて、本施設利用の有用性を確認したい場合など。
２.２.case(A)　一般課題の場合

（１）本課題の利用成果の用途について。具体的にどの様な製品装置、技術分野へ適用できそうか。

（２）本課題の産業技術としての発展性・展望、産業・経済・社会への波及効果について。

（３）本課題で試験したい事：　技術的可能性を評価する為に、何をテストしておく必要がありますか？　

（４）利用実施の希望回数について。複数回の場合は、分割する理由・各回の達成目標について。

（５）複数の機関で実施する場合は、それぞれの機関の役割分担について。

（６）課題内容を理解させて頂く上で、参考となる文献　をご紹介ください。関連して、発表論文・記事、広告、
ホームページ等　もございましたらご紹介下さい。
	（１）利用成果の用途

（２）課題の発展性・展望、考えられる波及効果等

（３）本課題で試験したい事

（４）実施希望回数　（　　　回）　複数回の場合は、分割する理由、各回の達成目標について。
（５）役割分担

（６）参考文献等




２.２.case(B)　成果占有型へ移行を検討中の場合

（１）本課題の利用成果の用途について。具体的にどの様な製品装置、技術分野へ適用できそうか。

（２）本課題について、今までの取り組み状況と、今後の達成目標について。

（３）本課題で試験したい事：　成果占有型へ移行する前に、何を見極めておく必要がありますか？　

（４）利用実施の希望回数について。複数回の場合は、分割する理由について。
（５）その他、成果占有型へ移行する場合の必要条件や、施設側への要望などについて。
	（１）利用成果の用途

（２）取り組み状況・達成目標
（３）本課題で試験したい事
（４）実施希望回数　（　　　回）　複数回の場合は、分割する理由について。
（５）移行する場合の必要条件、施設側への要望等



３．申請課題の実施計画　
３．１　照射物について
Q1. 本課題で照射を予定している物品は、どの様な物でしょうか？

一般的に流通している民生利用品、研究開発中の物品、その他ですか？

Q2. その物品の　品名、もしくは　どの様な用途　に用いられる部品ですか？
	Q1. 照射予定の物品は、

　　□民生利用品 　□研究開発品 　□その他（　　　　　　）

Q2. 照射物の品名・用途　




３.２　実施計画


（１）照射物、照射測定方法、検出器等の利用について。複数回に分けて実施する場合は、予定している事柄やその手順。

（２）照射上で注意すべき点などあれば記入願います。
（３）本申請に関わる準備状況について。これから検討すべき点等について。

（４）利用希望時期は、ご要望として一応承ります。
	（１）照射物・測定方法　手順
（２）注意点等
（３）準備状況・検討点

（４）利用希望時期



３．３　照射セットアップ

（１）現時点で想定している照射物、測定器などの概略形状・大きさ・配置等について、挿入図もあると分かりやすいです。

（２）レイアウト上の要望、照射に必要な真空チェンバーやインフラがありましたら、ご記入ください。

対応できるかどうか、事前審査段階で検討してみます。

	（１）照射物・測定器のレイアウト　

（２）レイアウト要望、必要インフラ等




３.４　必要なビーム条件 
1.5 利用予定ビーム　欄で示した　ビームエネルギー・強度　や、その他に必要なビーム条件について、なるべく具体的に詳しく記入して下さい。当方から伺いたいビーム条件項目を、予め欄中に記します。
	Q1.ビーム核種　　　　　　核種を選択された理由、制約条件など。
Q2.照射環境　  　　　　　真空中か大気圧環境中か、照射場に必要なスペース等の要望。

Q3.ビームエネルギー　　　エネルギーを制約する条件は？

　　　MeV/核子

Q4.ビームフラックス　　　単位時間当りの粒子数、照射面積など。最大,最小,平均値。
 *.* x 10^**  粒子数/秒/(照射面積  ** cm2)

Q5.ビームの安定性　　　　パルス照射、時間変化・照射面積内の分布一様性など。
Q6.その他必要な条件：



３.５　利用時間の算出根拠 

1.5 利用予定ビーム　欄で示した　照射時間を算出するに当たって考慮した事柄を記して下さい。
	Q1.実質の照射時間
　照射（                ）について：　　　時間　×　　回・個に照射  ＝　計　　　　時間
Q2.試料交換、セットアップ変更等に要する時間　その頻度、時間など
(尚、これらに要する時間は、上記の実質照射時間に含めておいてください)



３.６　利用前準備、利用後の後始末

　照射の準備、後始末の為に、長期間ビームラインを専有する必要がある場合、記入して下さい。

	Q1. 利用前にビームラインを専有する日数：　約　　　日間が必要　　

　　作業内容概略：　

Q2. 利用後にビームラインを専有する日数：　約　　　日間が必要　　

　　作業内容概略：




３.７　その他　課題実施上の特記事項・要望・質問　など

	


４．安全審査上の情報 
課題申請の時点でわかる範囲で記入して下さい。

課題採択後、ビームタイム申請の時に「放射線発生装置使用計画書」には、再度詳しく申請することになります。

４.１　持込み試料・照射物等について（ビームが照射される物）
	
	品名
	物質(元素)※１
	形状,厚さ、個数
	状態※2
	取扱い注意点等※3

	試1
	
	
	
	
	

	試2
	
	
	
	
	

	試3
	
	
	
	
	


利用者が持ち込む物で、 ビームが照射される可能性のある物品について表中記入して下さい。

※1　照射による放射化を検討しますので、構成元素を記載されても結構です。

※2　状態は、「板・薄膜・粉末」や「固体・封入液体・気体」など、飛散の恐れを検討するための情報です。

※3　「毒物・劇物・有機溶剤・特定化学物質・危険物」などの場合、記載して下さい。また、取扱いに特に注意が必要な場合、記載の上、予め当チームにご相談ください。
その他：　生物試料、核燃料物質は、本利用では扱えません。

４.２　持ち込み装置、機材等について　（ビームが照射されない物）

	
	装置名
	サイズ、重量、必要インフラ※1
	安全対策※2

	装1
	
	
	

	装2
	
	
	


利用者が持ち込み、ビームが照射される可能性の無い物品で、設置スペースやインフラが必要な物について記入下さい。

※1　装置の概略寸法・重量は、搬入経路を検討する為の情報です。装置を運転する為に必要なインフラ（電圧、電流、圧縮空気、冷却水等）も記入して下さい。搬入に際して、クレーン・台車等が必要でしたら、ご相談ください。
※2　高電圧、高圧ガス、高出力レーザー、毒物・劇物、危険物等の安全対策が必要な場合ご記入ください。
４.３　ビーム照射中・照射後の測定・持出しについて　
	Q1. 照射中に、オンラインで測定する事がありますか？

□無　□有　 有の場合、測定の概略・測定装置の概略・その設置場所について記載。
Q2. 照射直後に、取り出してオフライン測定する事がありますか？

□無　□有　有の場合、測定の概略・測定装置の概略・その設置場所(机等の必要性)ついて記載。
Q3. 利用期間中に、密封・非密封RI線源を使う予定がありますか？ (別途手続きが必要な場合があります)
□無　□有　有の場合、核種、必要放射能(Bq)を記載。(本施設内で利用可能か、産業連携チに相談して下さい)
Q4. 利用終了後に、非密封RIとして持ち出す予定がありますか？ (別途手続きが必要です)

□無　□有　有の場合、核種、予想放射能(Bq)、非密封RIの受け入れ先を記載。



４.４　その他　安全上の特記事項・要望・質問　など

利用実施上で想定される危険な点など。　例）真空中での操作、真空切り膜の強度、ビームによる発熱、装置の耐放射線等。
	


５．その他　

５.１　実施及び成果の利用目的

申請された課題の利用目的について、お伺いします。

	Q. 本課題の実施・成果の利用目的は、
□軍事目的で無い　□軍事目的を含む




５.２　本施設、若しくは他の加速器施設の利用経験等　

特に本施設の利用が初めての場合、参考として伺います。

	本施設の利用：（　　　回目・ 初めて ）　初めての場合、他の加速器施設の利用経験等




５.３　事務手続き上の確認事項

	Q1. 放射線作業従事者登録：　貴社管理で登録されていますか？
□はい　□いいえ（ビームタイム申請までに、貴社管理で登録を完了して下さい）




５.４　情報公開

公開して欲しくない項目があれば、具体的にご記入ください。　

	非公開を希望する項目



５.５　特許関連
本課題に関して、取得・出願済みもしくは出願予定の特許がある場合、課題審査・実施・成果発表で注意すべき事項があれば記して下さい。
	


５.６　その他：全般的な特記事項、要望、質問など

	


ご記入頂き、ありがとうございました。
理研仁科加速器科学研究センター　産業利用開発チーム( sisetu-kyoyo@ribf.riken.jp )までお送りください。

施設共用促進事業 [成果非占有型]課題　申請書 記入要領 

これは、「成果非占有型」課題の申請書です。課題は、仁科加速器科学研究センター(当センター)の外部委員からなる産業課題採択委員会(IN-PAC)により以下の基準で審査・審議のうえ選定されます。申請書の内容については、当センターの関係者及びIN-PAC委員に守秘義務があります。審査結果は、当センター長より実験代表者に通知されます。

◆課題の審査基準

[１]申請課題内容の技術的な実施可能性

[２]申請課題の実施及および成果の利用が、平和目的に限定される等、

研究倫理や社会通念に照らして、当該利用課題の実施が妥当であること

[３]利用目的を遂行する手段として、RIBF施設の必要性

[４]申請課題がRIBF施設を使って産業に貢献する可能性があること

[５]申請課題内容の安全性

　基準[１]～[４]については、産業課題採択委員会で審査されます。[５]については、課題採択後、毎回の利用実施毎に安全審査委員会にて詳しく審査されます。

◆成果非占有型の課題申請書では、以下の項目も記入して頂きます。
(１)利用実施で用いる物品・照射物の用途。利用成果の用途。

(２)課題内容の産業上の意義、発展性、波及効果。

(３)但し、将来、成果非公開型への移行を検討するための試験の場合は、
課題内容の産業上の意義、試験の達成目標、移行への必要条件を記述する。
◆成果非占有型の認定要件

(１)課題審査で、課題申請書の内容についてヒアリングを行います。

(２)成果報告の義務と、報告書の公開が必要です。
利用実施の都度、実験終了後利用報告書の提出と、加速器プログレスレポートの投稿が
義務付けられます。これらの報告書には、利用者名とその所属機関名を記して下さい。
◆ 施設利用手続きの流れ


（１）本申請書を産業利用開発チーム（当チーム）へメールで提出。
申請書提出段階では、技術的に不明確な点は　□要相談　にチェックしておいて下さって結構です。

（２）事前審査　

当チームより実験代表者へ、申請書の内容確認、及び □要相談　項目等についての質問をします。ビーム条件や、照射セットアップ、安全審査上の検討点等について、双方で協議し、必要ならば申請書の内容を修正します。この時期に、現場見学を兼ねて当センター内で打合せを行う事も可能です。

（３）課題審査・採否通知　

産業課題採択委員会により、申請書の「ヒアリング審査」が行われます。審査結果は、当センター長より実験代表者に通知されます。

（４）ビームタイム日程希望申請、利用者登録　

1年に2回、半年分のビームタイムの募集があります。実験代表者は、「ビーム日程希望調査票」、「放射線作業従事者登録」、「外部利用者登録」を、当チーム経由で、当センターの共用促進室へ提出して下さい。

（５）安全審査　

申請書中の安全審査上の情報を元に、当チームと共に「放射線発生装置使用計画書」を作成し、施設共通の安全審査委員会へ提出します。安全上の指摘があれば、使用計画書の修正を行います。

（６）ビームタイムの決定　

「ビーム日程希望調査票」を元に、共用促進室が利用日程を調整します。調整後の日程案が、施設共通のマシンタイム委員会で承認され、半年間のビームタイム日程が確定します。確定した利用日程は、実験代表者へ通知されます。
以下に、申請書の記入方法について、説明します。
１．申請課題の基本情報
1.1 実験代表者： 

施設利用に関する事務的・技術的な連絡は原則として実験代表者との間で電子メールにより行われます。国内の企業・公的研究機関に所属し、申請された施設申請課題の全体を把握して責任を持つことができる方をご記入ください。
1.2 実験参加予定者： 

施設利用の参加者全員についてご記入ください。申請書提出時点では、参加の予定がある人、若しくは企業名・公的研究機関名でも結構です。

1.3　実験課題名： 

課題審査の時に、申請課題の内容が分野外の人にもわかるように、平易・簡潔にご記入ください。 

1.4　利用予定の施設： 
利用する加速器施設(ビームライン名)が決まっていれば、選択肢から選んで下さい。技術的に検討してから決定したい場合は、□要相談 にチェックしておいてください。
1.5　利用予定のビーム： 
利用するビーム情報が決まっていれば、記入して下さい。技術的に検討してから決定したい場合は、□要相談 にチェックしておいてください。核種は、１次ビーム（安定原子核）若しくは２次ビーム(不安定原子核：RIビーム)を選択してください。強度や照射時間については、2.4項、2.6項にも詳しく記述して下さい。
２．申請課題の目的
2.1　施設利用の目的・経緯：

申請課題の目的、産業上の意義・重要性、研究背景、本施設の必要性　について専門外の人にもわかるように記述して下さい。利用目的上で特に本施設が必要な場合には、その由を述べて頂ければ、課題審査の時に考慮する場合があります。

2.2　課題の発展性、利用成果の用途：

本課題の将来の発展性、及び課題の利用成果の用途について、専門外の人にもわかるように記述して下さい。「成果非占有型」課題の場合、これらの内容を重視して審査します。本課題申請の目的に合わせて、以下２種類の書式のどちらかに記述して下さい。
2.2.case(A)　一般課題の場合

重イオンビームやRIビームの技術を産業技術へ応用する新しいアイデアをお持ちで、その技術的な可能性などについて、試験実験をご提案の場合の書式です。

課題利用成果の用途、本課題の産業技術としての発展性・波及効果、及び利用成果の用途について記述して下さい。また、本課題の実施により、具体的に何を試験しておきたいか、予定している実施回数と毎回の達成目標等について、わかりやすく記述して下さい。課題を複数の機関で実施する場合は、それぞれの機関の役割分担を記して下さい。また、本課題に関わる関連情報をご紹介下さい。課題審査の時に参照させて頂きます。

2.2. case(B)　成果占有型へ移行を検討中の場合

重イオンビームやRIビームの技術を産業技術へ応用する具体的な方針は定まっているが、成果占有型で利用する前に、試験的に使ってみて、本施設利用の有用性を確認したい場合の書式です。

課題利用成果の用途、本課題について今までの取り組み状況や今後の達成目標について記述して下さい。また、本課題の実施により、具体的に何を試験しておきたいか、予定している実施回数と分割して実施する理由について、わかりやすく記述して下さい。将来、成果占有型へ移行する可能性があれば歓迎します。そのための必要条件、また施設側への要望等があれば記して下さい。

３．申請課題の実施計画
3.1　照射物について：

本課題で照射を予定している物品について記述して下さい。その物品は、民生品/研究開発品/その他のどのカテゴリーに属しますか？また、その物品の名称と使用用途を、わかりやすく記述して下さい。

3.2　実施計画：

申請課題で予定している事柄や、その手順を記述して下さい。利用を複数回に分けて希望する場合は、１回目、２回目それぞれで予定している事柄の手順。照射上の注意点、課題実施の準備状況も記して下さい。利用希望時期は、ご要望として一応承りますが、実際は課題採択後にビームタイム申請をしてから決定となります。
3.3　照射セットアップ：

課題申請段階での想定で結構ですので、照射ビームライン上のレイアウト予定を記述して下さい。照射物は、真空中 or 大気中で照射しますか？供給されたビームが、実験者固有の照射物に照射される順番がわかる様に、ポンチ絵があるとわかり易いです。また、レイアウト上の要望、必要な照射スペース、インフラ等の要望がありましたら、ご記入ください。対応できるかどうか検討し、事前審査段階でご相談します。
3.4　必要なビーム条件：

必要なビーム条件について、詳しく記述して下さい。当方から伺いたいビーム条件項目を、予め欄中に列挙しておきますので、これらに対するご回答を記して下さい。技術的に不明な点は、□要相談　にチェックしておいてください。
3.5　利用時間の算出根拠：

利用時間の算出根拠について、記述して下さい。予定している照射試料ごとに、それぞれの照射時間、照射回数・個数を算出して下さい。また、試料交換等の為にビームを止めて照射室に入室する頻度、時間についても記して下さい。
3.6　利用前準備、利用後の後始末

照射の準備や後始末の為に、何日間程ビームラインを専有する必要がありそうですか？　特に長期間の専有が必要な場合には、予めご記入ください。通常、利用期間の前後１～２日間はビームラインを専有できるように、ビームタイム日程を調整します。詳しくは、課題採択後のビームタイム申請時に実験前後に必要な日数を申告して下さい。

3.7　その他　申請課題内容上の特記事項・要望　など

以上の設問事項の他に、申請課題の内容上で気になる点などございましたら、ご記入下さい。

４．安全審査上の情報　
安全審査上で必要な情報は、照射物の放射化、放射化物の取扱い、毒物・劇物、危険物、高圧ガス等の別途手続きが必要か等を事前審査段階で検討・判断する為のものです。
課題申請の時点でわかる範囲で記入して下さい。課題採択後、ビームタイム申請の時に「放射線発生装置使用計画書」には、再度詳しく申告する必要があります。
4.1　持込み試料・照射物等について（ビームが照射される物）：

利用者が持ち込む物で、ビームライン上でビームに照射される、若しくはビームに照射される可能性のある《全ての物品》が対象です。つまり、ビーム照射を目的とする試料だけでなく、試料表面の照射マスク、照射量モニター用のビーム通過型検出器、ビームが通過・停止する膜・板、など全てについて、表中に記入して下さい。各欄は※１～※３の注釈に従ってご記入ください。

尚、持ち込まれた試料類は実験終了時に残留放射線量を測定してから、原則として《全てお持ち帰り》いただきます。照射によって持ち込み物品が有意に放射化してしまう事が無い様、当チームが検討し助言を行いますので、物質の元素組成（微量でも分かる範囲で記入）や、形状・厚さ等の情報は正しくご記入ください。
「毒物・劇物・有機溶剤・特定化学物質・危険物」などの場合、別途手続きが必要な場合がありますので、予めご記入の上ご相談ください。生物試料や核燃物質への照射は、本共用促進事業の対象外ですので、取り扱えません。

4.2　持ち込み装置、機材等について　（ビームが照射されない物）

利用者が持ち込む物で、ビームライン上には設置せず、ビームに照射される恐れの無い物が対象です。全ての物品を記載する必要はありませんが、大型で設置スペースが必要、重量物で搬入経路・台車・クレーンが必要、装置運転の為に電気・冷却水・圧縮空気等が必要な装置などです。尚、小型装置でも、照射ビームラインの近傍に設置する電子機器などについては、放射線損傷で誤動作・故障する場合もありますので、予めご相談ください。各欄は※１～※２の注釈に従ってご記入ください。
4.3　ビーム照射中・照射後の測定・持出しについて

4.1で記載したビームが照射される物品について、照射中・照射後の取扱い上の安全性を検討するための質問です。課題申請の時点で想定している範囲で結構ですので、下記質問の意図に対して、わかりやすくご記入願います。
Q1. 照射中にオンラインで測定する事。

照射技術の観点からの質問です。利用者が測定しようとしている事と、ビーム照射側で制御・モニターしている事が、干渉したりしないか、若しくは統合して測定を簡略化できないかを検討する為の情報を提供して下さい。
Q2. 照射直後に、取り出してオフライン測定する事。

照射直後は、物品が放射化している可能性があります。それらの安全取扱い上の質問です。照射試料等をビームラインから取り外して測定するか？　その場合、外部被ばくや、運搬中の飛散の恐れが無いか？　オフライン測定装置等は、ビームラインからどれくらい離れた場所に設置する予定か？　装置には、放射線汚染防止措置がなされているか？　設置場所には、机や工具等が必要か？　といった事が検討できるような情報を提供して下さい。

Q3. 利用期間中に、密封・非密封RI線源を使う予定。

照射準備期間や照射中に、検出器の較正等の目的に、密封・非密封RI線源を使う予定がある場合、核種、必要放射能量(Bq)を記載して、当チームにご相談ください。較正用標準密封線源の場合は、本施設内で借用できるかを調べてみます。その他の場合は、《密封・非密封放射性物質使用計画書》が必要となります。

Q4. 非密封RIとして持ち出す予定。

利用終了後に、照射試料等を非密封RIとして管理区域外に持ち出す予定についての質問です。その場合は、予め《非密封放射性物質使用計画書》の提出が必要です。必要な事務手続きについては、当チームも協力しますので、最低限必要な情報として、核種、予想放射能量(Bq)、非密封RIの受け入れ先を記載して下さい。

4.4　その他　安全上の特記事項・要望　など

以上の設問事項の他に、安全上で気になる点などございましたら、ご記入下さい。

５．その他　
5.1　実施及び成果の利用目的：

本課題の実施・成果の利用目的が、軍事目的でなく平和目的である事を確認するための質問です。本施設共用促進事業は、科学技術基本法や社会通念等に照らして、その利用を平和目的に限定しております。

5.2　本施設、若しくは他の加速器施設の利用経験等：

特に本施設の利用が初めての場合、安全審査上の観点から伺います。今までに、他の加速器施設を用いて、放射線作業に従事された経験のある方が、実験参加者に入っていますか？　可能でしたら、その施設名称についても教えて下さい。

5.3　事務手続き上の確認事項

Q1. 放射線作業従事者登録

照射期間中に放射線管理区域に立ち入る参加予定者は全員、放射線作業従事者として登録される必要があります。通常は、所属元にて従事者登録・被ばく管理がなされている場合を想定しておりますが、そうでない場合は、当チームに予めご相談ください。

5.4　情報公開

本申請書に非公開を希望される項目があれば、具体的にご記入ください。但し、加速器の利用日時、使用加速器・ビームライン、ビームの種類・エネルギーは、放射線発生施設利用に関する書類への記載が義務づけられております。また、放射化、危険物等の安全性について最低限必要な情報を記述して頂かないと、安全審査を行うことが出来ません。
5.5　特許関連
本課題に関連して、取得・出願済みもしくは出願予定の特許がある場合は、参考の為ご記入ください。また、それらの特許の取扱いについて、課題審査・実施・成果発表で注意すべき事項があれば記して下さい。
5.6　その他：全般的な特記事項、要望など

以上記入して頂いた事項の他で、気になる点などございましたら、ご記入ください。

以上。
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